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緩和ケア普及啓発に関する活動報告書 

提出日 2015年 3月 13日 

緩和ケア普及啓発活動についての報告 

実施団体 

一般社団法人 日本サイコオンコロジー学会 

企画名 

第 27回日本サイコオンコロジー学会総会 

（「ピアサポート交流会」および「ラウンドテーブルディスカッション」） 

事前告知、募集の方法について(ポスター、チラシの配布など) 

ポスター、チラシ、ホームページ等 

当日の実施内容について 

１）ピアサポート交流会 

日時 (期間 ) 10月 3日（金）9:00～17:20 

実 施 場 所 タワーホール船堀 第６会場（展示ホール２） 

参 加 人 数 24名 

具体的な実施内容： 

参加者によるポスター展示・討論およびグループディスカッションを通じて、ピアサポートをめぐ

る課題について検討を行った。 

２）ラウンドテーブルディスカッション 

日時 (期間 ) 10月 3日（金）14:10～16:10 

実 施 場 所 タワーホール船堀 第 1会場（大ホール） 

参 加 人 数 約 500名 

具体的な実施内容： 

「サイコオンコロジー」および「日本サイコオンコロジー学会」がこれまで何を実現できてきたか、

今後重要となる臨床的課題や研究すべきテーマなど幅広い観点からディスカッションを行い、サイ

コオンコロジーと新しい社会との関わり方を考える機会にするとともに、今後の緩和ケアのあり方

を検討した。（ファシリテーター2名、パネリスト 5名） 

効果について(アンケートの結果など) 

ピアサポート交流会のアンケート結果によれば参加者の満足度は非常に高く、他の団体の活動内容

や運営方法などを知る機会が少ない中、貴重な情報を得られとの意見が多く寄せられた。 

ラウンドテーブルディスカッションについては、医療従事者のみならず、厚生労働省の担当官、が

んサバイバーもパネリストに加え、幅広い観点から討論が行われ、今後の指針を考える機会となっ

た。 

※公式ホームページ（緩和ケア.net）への掲載について  

( 掲載してもよい ・ 掲載しないでほしい ) 


